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図 1 は 林 業 森 林 保 全 の た め の 諸 政 策 と そ れ ら に 伴 う 普 及 ・ 評 価 制 度 を 整 理 し た も の で あ る が 、
本 研 究 で は 、 環 境 経 済 評 価 の 森 林 政 策 へ の 適 用 例 と し て 、 森 林 認 証 プ ロ ジ ェ ク ト と 吸 収 源 C D M
プ ロ ジ ェ ク ト を 取 り 上 げ た 。 プ ロ ジ ェ ク ト の 費 用 便 益 分 析 に お い て 、 環 境 的 便 益 ・ 費 用 の 内 部 化
に 環 境 経 済 評 価 が ど の よ う な 役 割 を 果 た す か 、 森 林 を は じ め と す る サ パ 州 内 自 然 生 態 系 の 価 値 測
定 を 試 み な が ら 考 察 し た 。
図 1 森 林 政 策 と 評 価 シ ス テ ム の 関 係
1. 森 林 政 策 に お け る 環 境 経 済 評 価 の 必 要 性
森 林 政 策 の 一 貫 と し て 実 施 さ れ る プ ロ ジ ェ ク ト に 、 環 境 的 価 値 を 算 出 で き れ ば 、 客 観 的 な 評 価
基 準 を 提 供 す る こ と が で き る 。 良 好 な 森 林 生 態 系 の 残 さ れ て い る 地 域 、 お よ び そ の 周 辺 の 森 林 保
全 を 目 的 と す る 法 律 の 改 正 、 環 境 保 全 区 域 の ゾ ー ニ ン グ や 土 地 利 用 規 制 、 ア メ ニ テ ィ ー 保 全 等 を
積 極 的 に 推 進 す る た め の 判 断 材 料 と な る で あ ろ う 。 さ ら に 、 高 い 環 境 的 な 費 用 対 効 果 を 持 つ 公 共
あ る い は 民 間 プ ロ ジ ェ ク ト を 実 施 す る た め の 基 礎 デ ー タ と な り う る 。 貴 重 な 森 林 資 源 が 減 少 す れ
ば 、 そ れ に 応 じ て 社 会 的 損 失 が 生 じ る こ と に な る 。 し た が っ て 、 森 林 や 環 境 の 計 画 的 保 全 の 早 期
推 進 が 望 ま れ て い る 。 環 境 の 定 量 的 価 値 と い っ た 説 得 性 の あ る 判 断 基 準 を 採 用 し 、 「 環 境 配 慮 」 プ
ロ ジ ェ ク ト の 執 行 を 図 っ て い く 必 要 が あ る 。 環 境 経 済 評 価 手 法 は 、 具 体 的 に は 以 下 の よ う な 政 策
へ の 貢 献 が 考 え ら れ る 。
1 )  プ ラ ン テ ー シ ョ ン 、 皆 伐 林 業 あ る い は 経 済 発 展 中 心 の 開 発 政 策 か ら 、 水 源 酒 養 機 能 、 治
山 治 水 機 能 の 向 上 や 環 境 保 全 機 能 の 改 善 を 重 視 し た 政 策 へ の 転 換
2 )  効 率 的 で 公 正 な 環 境 資 源 の 保 全 ・ 維 持 費 負 担 の も と に 環 境 的 価 値 の 増 大 を 実 現 さ せ る 施
策 の 実 施
3 )  国 家 や 企 業 な ど の 利 益 追 求 と い っ た 経 済 成 長 的 視 点 の み な ら ず 、 生 活 環 境 、 ア メ ニ テ ィ
一 、 生 物 多 様 性 、 地 域 文 化 等 の 多 面 的 公 共 サ ー ビ ス を 考 慮 し た 総 合 的 な 社 会 福 祉 向 上 施
策 の 展 開
4 )  自 然 環 境 が 希 少 で 、 環 境 質 が 不 良 な 都 市 地 域 で の 環 境 的 向 上 を 積 極 的 に 目 的 化 し た 新 た な
土 地 利 用 計 画 や 社 会 構 造 シ ス テ ム の 創 出 を め ざ し た 政 策 の 策 定
2. 費 用 便 益 分 析
費 用 便 益 分 析 は 、 政 策 実 施 に 伴 い 社 会 的 純 費 用 と 社 会 的 純 便 益 を 貨 幣 価 値 で 測 定 し 、 そ の 費 用




























ルケースとして ReducedImpact Logging(RIL)(低イ ンパクト伐採)と呼ばれる方法で、択伐を行っ
てきた。環境へのダメージを最低限にとどめる伐採方法で、樹木の自然再生などによって、森林
管理を持続させる方法である。また、樹木以外の生物の多様性にも配慮がなされている。そのよ









(2) 森 林 認 、 証 プ ロ ジ ェ ク ト の 費 用 便 益 分 析
プ ロ ジ ェ ク ト に よ っ て 生 じ る 間 接 的 費 用 ・ 便 益 お よ び 直 接 的 費 用 ・ 便 益 は 下 表 の 通 り で あ る 。
森 林 を 認 証 化 す る に は 、 環 境 や 社 会 へ の 負 荷 を 低 減 さ せ る こ と が 求 め ら れ て お り 、 森 林 の 公 益 的
機 能 の 変 化 が 考 え ら れ る 。 認 証 林 と 通 常 の 生 産 林 と 異 な る 点 は 、 伐 採 地 区 の 環 境 的 影 響 や 社 会 的
影 響 を モ ニ タ リ ン グ す る た め の 費 用 が 追 加 さ れ る こ と で あ る 。 し た が っ て 、 プ ロ ジ ェ ク ト の 評 価
に は 、 経 済 面 の み だ け で は な く 、 環 境 面 や 社 会 ・ 文 化 面 を 評 価 す る と と も に 地 域 住 民 の 意 識 を 反
映 で き る 評 価 シ ス テ ム の 構 築 が 必 要 で あ る 。
表 1 森 林 認 証 プ ロ ジ ェ ク ト の 費 用 と 便 益
B d =認 証 木 材 の 付 加 価 値 化 (2 割 増 ) 、 地 元 雇 用 の 創 出
B e =森 林 の 公 益 的 機 能 (生 物 多 様 ' 性 、 治 水 ・ 治 山 機 能 、 水 源 酒 養 機 能 )に よ る 便 益
C d =森 林 管 理 費 用 、 モ ニ タ リ ン グ 、 下 刈 り 、 伐 採
C p =環 境 保 全 対 策 に か か る 費 用 ( 低 イ ン パ ク ト な 木 材 搬 出 路 整 備 )
C e = 生 物 多 様 性 の 低 下 (天 然 林 と 比 較 )
(3) 認 証 費 用
森 林 認 証 に 要 す る 費 用 (Cd) は 、 森 林 施 行 の 規 模 に よ っ て 異 な る が 、 F 8 C の 場 合 、 年 間 1 h a 当 た
り 0.01 ..，1. 3U 8 $ ， C o C 認 証 に 要 す る 費 用 は 、 ス イ ス 輸 入 材 の 場 合 5 0 0 U 8 $ か ら 価 格 の 1 % ま で と
見 積 も ら れ て い る 。 F 8 C の 認 、 証 機 関 の 一 つ で 、 あ る 8 G 8 に よ れ ば 、 1 件 当 た り の 認 証 費 用 は 4 0 0 0
" "'60 ，0 0 0 U 8 $ と な っ て お り 、 大 規 模 な 森 林 管 理 で は 、 1 件 当 た り 100 ，0 0 0 U 8 $ 以 上 と 見 積 も ら れ
て い る 。 認 証 に か か る 費 用 は 、 企 業 に と っ て 大 き な 負 担 と な る の で 、 森 林 認 証 化 を 促 進 す る に は
森 林 認 証 に よ っ て 得 ら れ る 環 境 的 便 益 を 明 確 に す る 必 要 が あ る 。
(4) 木 材 価 格
ラ ベ リ ン グ さ れ た 木 材 や 木 材 加 工 品 に 環 境 的 便 益 (Be) と し て 価 格 に 反 映 す る 。 ラ ベ リ ン グ さ れ
た 認 証 製 品 は 、 通 常 の 製 品 に 比 べ て 10 %" "' 2 0 % 高 い 価 格 設 定 で 販 売 さ れ て い る 。 し か し 、 伐 採 可
能 な 樹 種 、 樹 径 、 樹 齢 が 限 定 さ れ る た め 、 木 材 や 加 工 製 品 に よ る 収 益 に も 影 響 し 、 認 証 材 の 需 要
が 伸 び な け れ ば 、 価 格 が 上 昇 す る こ と も 考 え ら れ る 。
消 費 者 が マ レ ー シ ア の 認 証 林 で 生 産 さ れ た 木 材 を 強 く 求 め る よ う に な れ ば 、 認 証 材 が 不 法 伐 採
や 過 剰 な 森 林 伐 採 の 抑 制 力 と し て 働 く も の と 思 わ れ る 。 ま た 、 輸 入 木 材 と 国 産 材 の 差 別 化 を 図 る
た め に は 、 認 証 材 そ の も の の 価 格 だ け で な く 、 ウ ッ ド マ イ レ ー ジ (輸 入 行 為 に よ る 環 境 負 荷 )も 評
価 の 対 象 に 入 れ る 必 要 が あ る 。
4 . 環 境 経 済 評 価 の 吸 収 源 CDM プ ロ ジ ェ ク ト へ の 適 用
( 1 ) 吸 収 源 C D M プ ロ ジ ェ ク ト の 背 景
吸 収 源 C D M プ ロ 、 ジ ェ ク ト で は 、 森 林 面 積 の 拡 大 に よ り C 0 2 を 吸 収 し 酸 素 を 排 出 す る 大 気 質 の
変 化 だ け で は な く 、 生 態 系 の 破 壊 を 食 い 止 め る と し づ 効 果 が あ る 。 従 来 の 植 林 プ ロ ジ ェ ク ト と 同
様 、 治 山 ・ 治 水 効 果 を 発 揮 し 、 水 源 酒 養 な ど の 水 質 改 善 に も 貢 献 す る で あ ろ う 。 し か し 、 植 林 に
は 早 生 樹 種 や 外 来 種 に よ る 単 一 樹 種 の 造 林 が 行 わ れ る 可 能 性 が あ り 、 生 態 系 や 地 域 社 会 へ の 影 響
も 出 て く る で あ ろ う 。
通 常 の 植 林 と 異 な る 点 は 、 ク レ ジ ッ ト 取 得 の た め の 追 加 的 費 用 、 例 え ば 、 リ ン ケ ー ジ な ど の 環
境 影 響 や ベ ー ス ラ イ ン を 含 め た C 0 2 固 定 量 を モ ニ タ リ ン グ す る た め の 費 用 が 追 加 さ れ る こ と で








































主 1 + 保 全 ・ レ ク レ ー シ ョ ン な ど .
木 村 主 主 出
時 間
図 3 費 用 ・ 便 益 の 時 間 的 変 化
ク レ ジ ッ ト の 発 生 期 間 は 、 ク レ ジ ッ ト 取 引 価 格 に 直 接 影 響 す る の で 、 プ ロ ジ ェ ク ト 参 加 者 (事 業
者 ) に と っ て 重 要 な 問 題 で あ る 。 C O P 9 に お い て 、 ク レ ジ ッ ト が 発 行 さ れ る 期 間 は 、 最 長 6 0 年 (20
年 で 2 回 更 新 可 能 ) ま た は 3 0 年 ( 更 新 な し ) と 決 め ら れ た 。 排 出 削 減 C D M の ク レ ジ ッ ト 発 行 期 間
よ り 長 期 と な っ て い る 。 樹 種 、 地 域 に よ っ て 樹 木 の 生 長 に 違 い が あ る こ と や 、 在 来 種 や 乾 燥 地 な
ど 、 の 場 合 は プ ロ ジ ェ ク ト 実 施 期 間 が 長 期 に わ た る こ と を 考 慮 、 し て の 結 果 と い え る 。
し か し 、 発 電 所 の 建 設 や 工 場 の 省 エ ネ ル ギ ー 化 プ ロ ジ ェ ク ト と 違 い 、 植 林 は 将 来 に わ た っ て
C 0 2 を 吸 収 す る と し づ 永 続 性 が な い 。 樹 木 が 成 長 過 程 で C 0 2 を 吸 収 ・ 固 定 し て も 、 伐 採 や 火 災 に
よ っ て C 0 2が 再 び 大 気 に 戻 っ て し ま う と し づ 非 永 続 性 の 問 題 が あ る 。
5 . 新 し い 森 林 政 策 へ の 環 境 経 済 評 価 の 貢 献
地 珠 温 暖 化 枠 組 み 条 約 に お い て 森 林 が C 0 2吸 収 源 と し て 評 価 さ れ た こ と は 、 熱 帯 林 の 減 少 を 食
い 止 め る た め の 動 機 付 け と し て 期 待 さ れ て い る 。 例 え ば 、 植 林 地 で の 森 林 認 証 取 得 や 植 林 実 施 企
業 の 1 8 0 1 4 0 0 1 取 得 は 、 企 業 の 自 主 的 な 環 境 配 慮 、 行 動 へ の 動 機 付 け に な り う る 。 し か し 、 吸 収 源
C D M プ ロ ジ ェ ク ト は 、 単 に 森 林 を C 0 2 吸 収 源 と し て 経 営 す る の で は な く 、 持 続 可 能 な 森 林 管 理
下 に お い て 実 施 す べ き で あ る 。 植 林 地 を 広 げ る 場 合 に は 、 天 然 林 で は な く 二 次 林 を 対 象 に す る な
ど 、 環 境 に 配 慮 す る た め の 基 盤 づ く り が 必 要 で あ る 。
図 4 に 示 す と お り 、 適 正 に 管 理 さ れ た 森 林 か ら 産 出 し た 木 材 な ど に 認 証 マ ー ク を 付 す こ と に よ
っ て 、 植 林 後 に 伐 採 し た 木 材 の 付 加 価 値 化 が 実 現 可 能 で あ る 。 な ぜ な ら 、 グ リ ー ン コ ン シ ュ ー マ
ー リ ズ ム の 高 ま り か ら も 木 材 の 評 価 価 値 が 高 ま る こ と が 予 測 さ れ る か ら で あ る 。 す な わ ち 、 木 材
を 販 売 す る こ と に よ っ て 利 益 を 得 る だ け で は な く 、 環 境 に 優 し い 製 品 と し て の ラ ベ リ ン グ に よ っ
て 企 業 の 社 会 的 イ メ ー ジ を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 森 林 認 証 林 で は 、 伐 採 方 式 、 樹 種 、 林 道 整
備 、 生 物 多 様 性 の 維 持 、 雇 用 の 確 保 な ど 、 一 定 の 基 準 に 照 ら し 合 わ せ て 森 林 が 管 理 さ れ る の で 、
植 林 に よ る 環 境 悪 化 を 防 ぐ こ と が で き る 。 通 常 の 木 材 と 比 べ 2 割 程 度 高 い 価 格 設 定 は 、 森 林 の 外
部 性 ( 環 境 的 価 値 ) の 内 部 化 を 表 す も の で あ る 。 ラ ベ リ ン グ さ れ た 認 証 材 は 、 付 加 価 値 化 さ れ た 木





















表 3 各 種 生 態 系 の 機 能 別 経 済 評 価 結 果
森 林 生 態 系 機 能
経 済 評 価 手 法
経 済 的 価 値 (RM l h a J year) 




1 . 水 資 源 、 酒 養 機 能
取 替 原 価 法 91 102 21 
2. 水 質 浄 化 機 能 防 止 支 出 法
29，693 
7，423 
( 対 象 外 )
3. 治 山 ( 浸 食 防 止 ) ・ 治 水 取 替 原 価 法 、 生 21 ，391 
5，348 ( 対 象 外 )
( 洪 水 緩 和 ) 機 能 産 高 変 化 法
一 一 … 一 一 一 一 一 一 一 一 一 - - -
4. 大 気 浄 化 機 能 ( 温 暖 化 緩
取 替 原 価 法 24，0 0 6  27，828 
( デ ー タ 不 足 )
和 効 果 も 含 む )
5. 保 健 休 養 機 能 ( 景 観 、 リ ク 旅 行 費 用 法
8，735 ( 対 象 外 ) ( 対 象 外 )
リ ェ ー シ ョ ン 等 )
6. 生 物 多 様 性 非 利 用 価 値 仮 想 的 評 価 法
112，024，000 
( プ 、 ー タ 不 足 )
( デ ー タ 不 足 )
7. 林 産 物 生 産 機 能
生 産 両 変 化 法 ( 対 象 外 )
51- - -89 ( 対 象 外 )
+ 晶 目 ‘ 晶 目 ‘ a 晶 晶 目 “ + 町 酔 目 ‘ 町 酔 目 ‘ 町 酔 町 酔 + ‘ 目 ‘ 町 酔 町 酔 ‘ ‘ ‘ + ‘ 咽 咽 町 酔
同 町 ・ - ・ ・ 日 目 吋 伺 ・ p ・ ・
町 四 回 目 回 目 回 目 白 司 一 一 町 四 四 回 目 可 ・ 一 一 向 四 一 - - - 同 町 内
7. 農 産 物 生 産 機 能
生 産 高 変 化 法
( 対 象 外 ) ( 対 象 外 )
1，917- - -19，940 
8. 水 産 物 生 産 促 進 機 能 生 産 品 変 化 法
1. 4 5  
0.36 
( 対 象 外 )
7. コ ン ジ ョ イ ン ト 分 析 に よ る 経 済 評 価
本 年 度 は 、 表 3 中 の r6. 生 物 多 様 性 非 利 用 価 値 j の 測 定 精 度 を 高 め る た め 、 昨 年 度 に 引 き 続 き コ ン ジ ョ
イ ン ト 分 析 (conjoint analysis) に よ る 調 査 を 実 施 し た 。 コ ン ジ ョ イ ン ト 分 析 は 、 非 利 用 価 値 の 経 済 的 評 価
を 可 能 lこ し た 表 明 選 好 法 (state d preference techniques)の 一 つ で あ る 。 ま た 、 本 手 法 で は 音 刊 面 対 象 を
構 成 す る 属 性 別 に 価 値 を 分 解 し 、 一 度 の ア ン ケ ー ト 調 査 で 代 替 案 別 に 評 価 す る こ と が 可 能 で あ る 。 仮 想
的 評 価 法 (contingent valuation m e t h o d、 C V M ) で は 、 複 数 の 代 替 案 比 較 の た め に 代 替 案 の 数 だ け
ア ン ケ ー ト 調 査 を 繰 り 返 す 必 要 が あ り 、 そ れ に 伴 う 煩 雑 さ や 順 序 ノ 《 イ ア ス 等 の 影 響 が あ る 。 コ ン 、 ジ ョ イ ン ト
分 析 を 用 い る こ と で 、 こ れ ら の 問 題 が あ る 程 度 緩 和 さ れ る と 考 え ら れ る 。
コ ン ジ ョ イ ン ト 分 析 に は 、 1 つ の 代 替 案 の 好 ま し さ を 評 価 す る 「 完 全 プ ロ フ ァ イ ル 評 定 型 J、 対 立 す る こ つ
の 代 替 案 を 比 較 す る 「 ベ ア ワ イ ズ 評 定 型 」 及 び 複 数 代 替 案 か ら 最 も 好 ま し し も の を 選 ぶ 「 選 択 型 Jが あ る
が 、 本 調 査 で は 被 験 者 が 最 も 回 答 し や す い 選 択 型 コ ン ジ ョ イ ン ト 分 析 を 実 施 し た 。
今 回 は 、 昨 年 実 施 し た プ レ テ ス ト の 結 果 を 反 映 し て 、 シ ナ リ オ お よ び 質 問 表 ( プ ロ フ ァ イ ノ レ ) の 改 善 を 行
い 本 調 査 を 実 施 し た 。
( 1 ) シ ナ リ オ
コ ン ジ ョ イ ン ト 分 析 で 生 物 多 様 性 の 非 利 用 価 値 を 評 価 す る た め に 、 下 表 の よ う な 仮 想 的 な 市 場 を た て
た 。 ま ず 、 サ パ 州 に お け る 熱 帯 雨 林 の 状 況 と 森 林 保 護 地 区 を 新 た に 設 置 す る た め の 仮 の 基 金 に つ い て
説 明 し 、 次 に 、 森 林 保 護 地 区 で 農 地 開 発 が 行 わ れ た 場 合 の 森 林 生 態 系 の 変 化 を 自 然 林 と 農 地 の 写 真
と と も に 説 明 す る 。 被 験 者 は 、 こ れ ら の 情 報 を 元 に し て 、 代 替 案 を 選 択 す る 。
表 4 シ ナ リ オ 概 要
1 9 8 0 年 代 以 降 、 ア ブ ラ ヤ シ 農 園 が サ パ 州 全 域 に 広 が り 、 急 速 に 熱 帯 雨 林 が 失 わ れ て い ま す 。 断 片
化 し た 熱 帯 雨 林 で は 、 オ ラ ン ウ ー タ ン や ゾ ウ な ど の 大 型 動 物 は 生 息 で き な く な り ま す 。 森 林 生 態 系 の 将
来 的 な 状 況 は 、 熱 帯 雨 林 の 経 済 的 開 発 を し 、 か に 制 御 し て し て か に よ っ て 変 化 し て し て で し ょ う 。
仮 に 、 サ パ 州 の 生 物 多 様 ' 性 を 維 持 す る た め に 、 新 た に 森 林 保 護 地 区 を 設 置 す る と し ま す 。 保 護 さ れ
る 樹 種 の 数 は 、 サ パ 州 に お け る 森 林 保 護 地 区 の 面 積 割 合 に よ っ て 変 化 し ま す 。 対 策 費 用 を ま か な う た
め 、 「 サ パ 州 森 林 保 護 基 金 Jを 設 立 し 寄 付 金 を 募 る こ と と し ま す 。 こ の ア ン ケ ー ト で は 、 「 森 林 保 護 地 区 」
の 割 合 と 、 そ の 対 策 を 実 施 す る の に 必 要 な 寄 付 金 額 と の 組 み 合 わ せ を 提 示 し ま す 。
(2) 属 性 と 水 準
サ バ 州 で 、 の 森 林 利 用 オ プ 、 ン ョ ン に 関 わ る 土 地 利 用 政 策 を 評 価 対 象 と し 、 土 地 利 用 関 連 の 属 性 と そ れ
に 伴 い 保 全 さ れ る 樹 種 数 や 負 担 額 の 水 準 を 下 表 の よ う に 設 定 し た 。 回 答 し や す い 属 性 数 お よ び 現 実 的
な 水 準 に な る よ う 配 慮 、し て い る 。
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属性 | 代替案1 代替案2 代替案O
森林保護地区の割合(%) 1o 30 1 
保護される平均的樹種数(種ha) 20 200 5 
回答者が支払う寄付金(円/年) 1，000 5，000 0 
問:あなたはどの代替案が最も好ましし吃思いますか? 一つ選んで下さい。
(4)アンケートの実施
これらの質問票を使用してのアンケート調査を、 2006年 9月にキナパル公園施設内(112サンプル)
および周辺農村地区(87サンフ。ル)で、行った。実施方法は、説明員による面接回答の形式、および、各
施設受付で、の受け渡しによる形式をとった。マレーシア人にはマレーシア語を、日本人には日本語を、
それ以外は英語のアンケートを用意し、調査を実施した。下表は現在回収済みのアンケートである。11
月で全てのアンケートを回収し、今後はアンケートの集計を行い、統計ソフトを用いて支払意志額の推
計・評価を実施する予定である。
表 7アンケート数
主主圭五仁コロロ アンケート数
??
?
?
?
?
?
??
?
?
? ?
?
??
? ?
44 
21 
134 
199 
78 
